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要旨 河北省では価格が暴落 した穀物(特 に小麦)に 代わり棉花が急速に普及 し,そ の
中でも長繊維で高番手綿糸生産に適合する米棉の増産が著しかった。河北省を地盤とす
る金城銀行と中国銀行天津分行は,そ の直営倉庫で棉花を主要保管品目としており,ま
た棉花売買を業務とする傘下企業を擁 していたため,積 極的に棉作改良事業に関与 して
いった。同省での合作社を通 じた棉花共同販売事業は,1932年 華洋義賑救災総会系統
の農村信用合作社が繰綿を天津で販売 したことに始まる。34年 には金城銀行を中心 と
して華北農産研究改進社が組織され共同販売事業を着手 し,ま た35年 には南京政府棉
業統制委員会により河北省綿塵改進所が設立され米棉の普及が開始 された。両者は35
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は じ め に
筆者はこれまで南京国良政府の農業政策の実態解明の一環 として,華 中地域(湖 南 ・漸江省)
の棉作改良事業の研究を行っだ)。 両省では高番手綿糸生産に適合する長繊維棉花である米棉
種や改良中国棉種の普及が目指され,ま た生産資金貸付や棉花共同販売のために棉作農家が合
作社に組織された。だが両省 とも,普 及品種が自然条件や農家の経営状況に必ず しも適合的で
なく,そ れを強制的に普及 しようとし農民の非協力ないしは抵抗を招 き,合 作社 にも農民 の主
体的参加を引き出せず,結 果的に成功裏に展開できなかった。本稿では,こ うした華中地域と






下改進会と略称)が 結成され棉作改良事業を指導 し,一 定の成果を収めた事実が明 らかにされ.
ている。またそれら機関の指導で設立された棉花生産運錆(運 送販売)合 作社についても,棉
花共同販売の実績や生産資金貸付の意義 について考察されている。 しか し,同 氏の研究でも残
された課題は多い。第一に,同 省には金城銀行系の事業以外にも,中 国銀行天津分行の補助を
受けた華洋義賑救災総会(以 下華洋義賑会あるいは義賑会と略称)・実業部立正定棉業試験場 ・
華北農業合作事業委員会による事業 も存在 したが,そ れには殆 ど言及されていない。 この両系
統の事業は,相 互に影響を及ぼ し合 いなが ら同時並行的進んだものであ り,後 者の事業の解明




方法で展開され,個 々の農家や合作社はそれにどのように組み込まれたのか,こ れらの点 も未
解明である。第三に,合 作社の実態 もあまり解明されていない。例えば,農 研社が組織 した合
作社に加入する農民層についても,同 論文では単 に 「比較的規模の大きい農家」 とだけ規定す
るだけで,さ らに一歩踏み込んで合作社の組織形態や内包する問題点などは論 じられていない。
農研社系統の合作社は 「村単位合作社」と言われ,同 時期に棉業統制委員会直属の河北省棉産
改進所(以 下改進所と略称)が 組織 した ものは 「連村集中式合作社」とされ,そ の組織形態を
著 しく異にしていた。同論文ではこうした点にも論及されていない。また河北省では1920年




条件 となるものであり,棉 作改良事業の研究には不可欠だか らである。次に改進会に先駆けて
事業展開を行 った華洋義賑会 ・農研社 ・改進所の活動実態を,主 に合作社問題を中心に考察す
る。同時に,中 国銀行天津分行の援助で実施された正定棉業試験場 ・華北農業合作事業委員会
による事業についても可能な限 りその実態を明らかにし,河 北省の棉作改良の全体像の解明に
努めたい。さらに以上の実態解明を通 じて,銀 行と棉作改良事業の関係を考察 したい。最後に,
改進会の活動実態を米棉普及活動と合作社活動の両面か ら明 らかにし,そ の意義 と限界を検討
する。
1.棉 花 生 産
河北省 の棉産地帯 は,大 き く以下 の3地 区に分類 で きる4)。まず第一 に西河 棉 区 であ る。 こ
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.れ は平漢鉄道沿線の北 は定興県か ら南は邨郵県 ・磁県に至 る広大な地域であり,河 北省最大の
棉産地帯 となっている(地 図参照)。 この地域 は大清河 ・潴龍河 ・濾柁河 ・潅腸河流域の平原
地帯であり,棉 花は主にこれ ら河川を通 じて天津へ運ばれ る。 ここでは西河棉と呼ばれる中国
在来棉の一種が生産の中心であり,そ れは純白で繊維が短 く粗硬なことを特徴としていた。西
河棉は生産地の土壌の相違などか ら硬毛棉(硬 練)と 軟毛棉(軟 絨)に 区別 され,束 鹿県一帯
は前者の,石 家荘一帯は後者の主要産地となっていた。また同棉区でも南下すればするほど,
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出所:河 北省棉産改進会 『河北省棉産改進会民国二十五年扮工作総報告』(1937年)付 表より作成。
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品質が御河棉に近 くなり繊維が長 くなる傾向にあった。硬毛棉は,特 に繊維が短 く粗硬で弾性
に富み,布 団中入綿や羊毛混紡用などに最適であり,日 本 ・欧米へ も盛んに輸出されていた。
このように硬毛棉は特殊用途を持つ棉花であり,繊 維が短 く粗硬なほど高級品と位置付けられ,
1920年 代には日本での需要拡大により価格 も軟毛棉を上回った。軟毛棉は硬毛棉よ りはやや
繊維が長 く柔軟であり,土 糸生産や機械紡績の太糸生産な らびに羊毛混紡用に使用 された。20
年代の調査によれば,天 津の各紡績工場は西河棉を三等品と位置付けたが,太 糸生産の混棉用
に使用 し,10番 手生産には西河棉を60%,16番 手 には50%,20番 手には40%を 用いていた。
河北省棉産地帯の第二は御河棉区であり,津 浦鉄道沿線の北は静海県か ら南は呉橋県 ・景県,
さらに西は翼県 ・南宮県 ・威県まで広がる地域であ り,御 河(南 運河)流 域である。 ここでは
御河棉 と呼ばれる在来棉が生産の主流であり,そ れは西河棉より繊維がやや長 く,機 械紡績で
の10番 手生産には80～90%が 混入され,16番 手にも50%混 入使用 された。天津の紡績工場
は,御 河棉を西河棉と同じく三等品に位置づけたが,価 格は西河棉よりやや高かった。第三が
北寧鉄道沿線の東北河棉区であり,東 河(潔 河 ・北塘河),北 河(北 運河)の 流域 である。 こ




1931年 1932年 1933年 1934年 1935年 1936年
棉作地面積隠縫額
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全棉花 ■2.95318444 15.14311283↓ 6,1221,445 17,80812,8364,31612,169 110,43112,540←

















r3LlI38.11 45,835.4 49.236.: 55,952.5
出所;1931～34年 は中華綿業統計会 編r中 国棉産統計(民 国23年)』(193年)よ り,1935,36年 は華 北棉 産改 進
会編r中 国棉産統 計(民 国25年)』(1939年)よ り作成。 ただ し合計欄 は独 自に集計 し#。
注:1)繰 綿 とは,収 穫 した ままの実棉か ら種子 を除去 した ものを指す。
2)1畝 は約0.06ha,1担 は約60kgで ある。
3)1000畝,1000担 未満の端数 は四捨五 入 した。 以下各 表 も同 じ。
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次に同省の30年 代における棉花生産の推移を追い,そ の特徴を探 ろう。第1表 によれば,
35年 の一時的減少を除いて,31～36年 にかけて栽培面積 ・繰綿生産額 ともに急増 している事
実が確認できる。35年 の減産 は春季旱越被害によるものであり,特 に御河棉区の被害が大き
か った。同じく第1表 からは,棉 花の中でも米棉の生産比率が急上昇 しており,特 に御河棉区 ・
東北河棉区で米棉が急速に普及 した事実が指摘できる。36年 の在来棉産額 は31年 比で1.6倍




なり,穀 物生産か ら棉花生産への転換が進んだためである。第2表 によれば,34年 に通 県の
農家では高梁(大 豆 との混作)と 玉蜀黍(同 左)及 び小麦 ・粟の二毛作では赤字であり,辛 う
じて棉花生産(米 棉)で は黒字となっていた。35年 には,同 地方で も農産物価格の回復 によ
り穀物生産 も黒字に転化 したが,棉 花(米 棉)収 益5.385元 に対 して,玉 蜀黍(大 豆混作)収
益0.332元,小 麦 ・粟二毛作収益3.395元 と5),棉 花収益がより高かった。棉花栽培に適する優
,良 農地は冬小麦にも適 し,同 省では冬小麦と棉花との二毛作は出来ず,小 麦と棉花は競合的関
係にあらた6)。第1図 のように31年 か ら36年 秋 までは小麦価格の下落幅が大 きく,こ うした
小麦価格下落が棉花栽培増大の基本的要因であったものと予想できる。小麦は各種穀物の中で
も商品化率が高 く,農 民の重要な換金作物 となっていた。その小麦価格が暴落 したたあ,現 金
収入の減少に苦 しむ農民は棉花栽培を選択 して行 くのである。そうした棉花の中でも米棉が急
激に伸びたのは,価 格的に米棉の方が高かったからである。米棉生産では肥料を多 く必要 とし
生産 コストはやや高 くなるが,栽 培管理さえ誤 らなければ,高 収益が確保できた。 しか し,西
第2表 河北省通県付近における棉花と他作物との1畝 当たり収支比較(1934年)
(単位:元)
支 出 収 入
作物名
種子費 肥料費 労役費 公課 農具・建物償 却 費
土地資本
利 子 計 主産物 副産物 計
損 益
棉 花
(米 綿) 0,1202,250 3.29E 0,260 L61( 2,000 9,53810,8000.350『 lL150(+)1.61e
高 梁
(大豆混作) 0,110 0,750 2,257 0,260 1,6102,000 6,9873,680 1,080 4,760(一)2.270
玉蜀黍
(大豆混作) 0,120 0,750 2ユ78 α260 1,6102,0006,918 4.92(0,450 5.37(一)1.548
小麦 ・粟
(二毛作) 0,385 1,5003.24 0,260 1,6102,0009,000
・6
.710 L350 7,520(一)L480
出所;満 鉄調査部編 『北支棉 花綜覧』(1940年)280頁 。
注:1)本 表 は,北 寧鉄路局通県棉作試 験場員岩 崎元次ほか2名 の調査によ るものであ る。
2)当 地方で は通常,'普 通作物 では混作を行 う。
3)小 麦 ・粟 は二毛作 となり得 るが,毎 年繰 り返 され るので はな く,翌 年 は高梁或 いは玉蜀黍 の一毛作 を普 通と
す る。














出所;米 綿 ・西河棉の価 格 は,満 鉄調査部編 『北支棉花綜覧』(B本 評論社,1940年)付 表の当該月の最高値 と最低





の棉花作付面積に占める米棉の比率は,無 極県0.3%,』 晋県6.9%,束 鹿県6.9%,趙 県、2.0%,
深沢県0.4%で あった7)。また第1図 の通 り35年10月 頃までは西河棉の下げ幅が米棉より小さ
く,こ れも西河棉区農民に米棉栽培を躊躇させた要因であろう。ただ同年10月 以降は米棉 の
価格上昇の方が激 しく,こ れが36年 の西河棉区での急速な米棉普庫の原因 となったのである。
それではかかる米棉栽培比率の急上昇 と,棉 作改良機関による米棉普及政策との関連はいか
なるものであったのか。II・ 皿で詳述するように,35年 の改良機関による米棉普及面積は約5
万畝(改 進所約2万 畝,正 定棉業試験場約'1万5000畝,華 北農業合作事業委員会約1万5000
畝)で あ り,こ れは全省の米棉栽培面積の1.6%に 過 ぎなかった。36年 には普及面積が約37
万6000畝(改 進会約26万6000畝,正 定棉業試験場約ll万 畝)に 拡大するが,こ れで も同年
の全米棉栽培面積の6.5%で あった。 この他にも各地の県農事試験場tdど も米棉普及を進めた
が,そ の普及額は微々たるものであろう。 したがって,米 棉種子の普及は,農 家の自家採種 と
その種子の農家間での売買,あ るいは商人による種子販売など,主 に民間 レベルで進んだもの






1932年9月,盧 広綿は,華 北工業改進社のテイラ ー(J.B.Tayler)の 指示 で西河棉生産の
中心地帯,束 鹿 ・深沢両県の調査に派遣 された。調査 目的は,棉 花の繰綿 ・プレス機器の改良
の可能性,棉 花流通の現状 と改善方法などを探 ることであった8)。その地で盧広綿 は,農 民が
棉花を安値で売却するのを目撃 し,棉 花共同販売の必要性を痛感 した。調査終了後,彼 は北平
の華洋義賑会の同意を得て,10月 には深沢県の華洋義賑会系信用合作社 を利用 して共同販売
を実施 した。参加農家 は深沢県の西区連合会に所属する約30戸 であり,10数 か村落 に分散 し
ていた。11月 中に104包(包 とは国内輸送用に簡易俵装 された繰綿を指す,そ の重量 は統一
されてお らず個々によって異なるが,お ホそ1.5損 すなわち90kg前 後である)の 繰綿を集め,
盧広縞目ら天津に出向 き販売 した。 このような共同販売活動が可能となった背景には,天 津の
中国銀行倉庫(貨 桟とも呼ばれる)の 援助があった。天津に運び込まれた繰綿は売却まで同倉
庫で保管され,ま た繰綿を担保に同倉庫か ら融資を受け,そ の資金を深沢県に送 り農家に分配
した9)。すなわち農業恐慌下で窮迫する農民には,繰 綿売却後の代金決済では余 りに遅 く,一
刻 も早い送金が必要だったのである。33年 には,深 沢県の西 ・南 ・北3連 合会と協力 して共
同販売事業を継続 し,225包(335担)を 販売 した'o)。この32・33年 の棉花共同販売 は,販 売
額 も少なく,未 だ試験的域を出るものではなかった。
32年 に華洋義賑会は,合 作社事業の発展のたあに指導下の信用合作社に運送販売事業をも
兼営化 させる方針を決定 していた。32・33年 の棉花共同販売の試験的実施を踏まえ,34年 に
は深沢 ・無極 ・晋 ・束鹿 ・釜 ・元氏 ・高邑 ・趙の8県 で,よ り本格的な共同販売事業を展開す
ることとした。そのために34年7月 には,こ れ ら8県 に指導員7名,助 理員(助 手)14名 を
派遣 し,指 導体制を整えた。こうして同年には,合 作社215社,社 員2326人 ・予備社員271
人の参加の下,共 同販売事業が実施されることとなった。また中国銀行 ・大陸銀行(華 北を拠
点とした民間商業銀行であり金城銀行などと共に北四行 を形成)と44万4000元(う ち中国
銀行が34万9000元)の 借款契約を結び;生 産 ・運送販売資金(う ち生産資金は5万 元)と し
たn)。最終的に,35年 初頭までの天津での繰綿販売額は6280包(う ち米綿470包)に 上 った
(第3表)。
第3表 のように販売活動の主体は,区 連合会 ・県連合会であった。華洋義賑会系合作社は村
落単位の小規模なものであるため,共 同販売のためにはより大規模な組織が必要であった。従
来,一 部地域では各単位合作社の上部組織として区連合会が設立されていたが,そ れは各社間





連 合 会 名 棉花種類 包 数 販 売 日 販売価格(1担 当)
当日最高市価
(1担 当) 販売先
叢県 西北 区連 合会 米 棉 60 1934.11.6 48.25 48.00 中綿公司
米 棉 54 1LlO 49.25 48.80 同上
米 棉 8 ll.10 49.55 48.80 同上
米 棉 43 ll.21 50.35 50.00 永安公司
米 棉 71 12.12 52ユ5 50.00 同上
西河棉 86 1935.1.12 3790 37.00 福家洋行
西河棉 170 1.15 38.00 37.00 同上
米 棉 10 3.22 45.50 41.00 宝成紗廠
盆県西南 区連 合会 米 綿 56 1934.ll.8 49.00 48.50 中綿公司
米 綿 17 11.21 50.35 49.00 永安公司
米 棉 22 11.28 52.00 50.50 中綿公司
米 棉 12 12.13 52.15 50.00 永安公司
西河棉 160 1935.1.28 37.70 36.50 福家洋行
成安県東河信用合作社 米 棉 38 1934ユ1.26 51.00 50.00 裕記紗廠
西河棉 13 19353ユ6 36.00 35.00 宝成紗廠
趙 県 連 合 会 西河棉 146 1934.1.24 37.50 36.00 福家洋行
西河棉 593 1935.1.8 37.50 37.00 豫豊紗廠
束鹿県第四区連合会 西河棉 524 1935.1.14 38.00 36.80 福家洋行
元氏県 東 区連 合会 西河棉 64 1934ユ2.28 37.80 36.50 同上
西河棉 251 1935.1.8 37.50 37.00 豫豊紗廠
元氏県 中 区連 合会 西河棉 103 1935.i.8 37.50 37.00 同上
肥郷県第一区連合会 米 棉 32 1934.12.12 50.0( 50.00 永安公司
西河棉 101 1935,3ユ6 36.00 35.00 宝成紗腰
高 邑 県 連 合 会 西河棉 213 1935.1.8 37.5( 37.00 豫豊紗廠
深 沢 県 連 合 会 西河棉 496 1935.1.19 37.60 36.50 福家洋行
西河棉 451 1.28 38.30 36.50 同上
西河棉 846 1.29 38.50 36.80 同上
晋県長召村信用合作社 西河棉 253 1935.1.25 37.40 36.80 同上
晋県中北 区連 合会 西河棉 914 1935.1.27 38.00 36.50 同上
無 極 県 連 合 会 西河棉 426 1935.1.2`e 37.40 36.50 同上
米 綿 43 1935.3.22 45.00 41.0( 宝成紗廠
次 白 4 3.22 36.00 30.00 同上
合 計 米 棉 470
西河棉 5,810
.出所;『 合 作訊』 第115期(1935年2月)6頁,「 合作訊』第ll7期(1935年4月)11頁 より作成。注
:1)無 極県連合会の販売 した 「次 白」 とは米綿の劣等品と思われ る。
2)成 安 ・肥郷両県 は,義 賑会 の協 力な しで 自主的 に天津 に棉花を運送 した ものであ る。
3)販 売先 の 「裕記紗廠」 とは,通 常 は 「裕中紗廠」と略 称 され る蕪湖所在の裕中盆記紡織公司 を指 す ものと推'
測 され る(厳 中平 『中国棉紡織 史稿』1955年,355頁)。
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かし,今 回の共同販売活動を通 じてその機能が強化 され,さ らには区連合会を統合 して県連合




売資金を確保 し,さ らには事務所 ・集荷場 ・倉庫を借 り入れる。棉作農家は収穫棉花を繰綿し,
それを連合会の集荷場に納入する。そこで揚水携雑の検査と格付(松 竹梅の3等 級)を 受け,
合格農家は繰綿地場価格の6割(一 部7割 の県 もある)の 前貸金を受 け取る。こうして連合会
の繰綿が一定量に達すると,そ れをプレスして天津に輸送 し中国銀行倉庫で保管 し(無 極県連
合会のみは鼎豊貨桟),紡 績工場や商人との販売交渉に入る。天津には義賑会 も職員を常駐さ
せ,販 売活動の支援にあたらせた。天津で販売が成立するとその代金が各県に送金され,天 津
での販売価格か ら前貸金とその利息ならびに運送経費を差 し引いた残金が,農 民に渡されるの
である。
第3表 から34年 の販売事業の特御を探 ると,ま ず第一 に,取 り扱い棉花が西河棉中心であっ
た点である。今回の共同販売の実施地域が西河棉区の中心地帯だけに,西 河棉が多数を占める
のは当然であった。この西河棉の多くは,ス イス資本の貿易商 ・福家洋行に買い取 られ,輸 出
に向けられた。福家洋行の買付は合計4366包 に上 り,西 河棉販売総量の75%を 占めていた。
日系商社 ・工場との取引は全 くなされず,故 意に日本資本は排除されていたものと思われる。
第二に,天 津での販売価格はいずれも最高市価以上であり,市 場で高い評価を受けていたこと
が分かる。これは各連合会が,携 水擁雑検査や格付などの品質向上に努めた成果である。第三
に,繰 綿の購入にも中国銀行関連の企業 ・工場が関係 していた。中棉公司(正 式名称は中国棉
業貿易股扮有限公司)は,中 国銀行及び紡績資本などの出資50万 元で31年 に設立された棉花 ・
綿製品の販売を業務 とする商事会社であった14)。同公司は上海の中国銀行の関係する紡績工場
に原綿を供給するためであろうか,米 棉を専 ら買い付けている。また永安 ・宝成 ・豫豊の3紡
績工場 も,中 国銀行からの融資を受けていた15)。
35年 には,棉 花共同販売 に新 しく藁城 ・蘂城 ・柏郷 ・隆平 ・尭山の5県 が加 わり,合 計13
県で実施を見た。参加合作社は485社,社 員7025人,予 備社員719人 であ った。 天津での販
売額は5586包(8138担)で あり,昨 年よりは減少 している16)。
華洋義賑会の合作社指導方針は以下の通りであった。まず義賑会が系列合作社 に運錆事業兼
営を許可する条件は,① 社務考査成績が 「丙」以上(義 賑会 は傘下合作社 を甲乙丙丁戊の5
段階で評価 していた),② 自己資本(出 資金 ・貯金 ・預金 ・公共積立金)が150元 以上,③ 合






としての仕事 は,鉄 道局との車輌の交渉,地 方当局への保護の請求などを行うだけであったと
されている18)。
2.華 北農産研究改進社
1934年3月,金 城銀行 ・南開大学 ・中華平民教育促進会は,共 同で華北農産研究改進社 を
設立 した。その弁事処(事 務所)は,平 民教育促進会の拠点である定県に置かれた。農研社は,
華北地域の農業発展を図るには農作物の品種改良や流通過程改革が必要 と考え,そ のたあの研
究 と実践を目指 した組織である。ただ農作物の中でも,ま ずは同地域の主要な商品作物である
棉花の生産 ・流通の改革を優先課題とした。35年3月 には,新 たに国立清華大学 ・金陵大学
農学院 ・斉魯大学も加入 し,弁 事処を無極に移転 している19)。農研社 は,金 城銀行の強力な支
援を受 けていた。すなわち,そ の運営経費は主に同行か らの寄付に頼 り,合 作社への貸付資金
も金城銀行より提供されていたのである20)。農研社は34年 には定員の高頭村 に約520畝 の農
場を借 り入れ,品 種試験 と種子繁殖の拠点とした21)。
農研社系合作社の組織状況 と活動内容は,第4・5表 の通 りである。合作社 が組織 された県
の中で南宮県 ・威県は御河棉区であるが,そ の他 は総て西河棉区であり,前 述の義賑会系合作





社 数 社員人数 社 数 社員人数
L
金額(元) 在来棉 米 綿
無 極 52 830 33 437 14,506 462
晋 県 27 346 14 129 7,176 1.35
束 鹿 49 858 24 363 5,248 445













(定 県) 532 52
合 計 406 8,091 177 2,197 ll2,318 4,053 860
出所1外 務省調査部訳 『華北 農産 研究改進社第一年工作報告』(1935年)35,36,54,66頁より作成。







社数 社員人数 社数 棉作地面積(畝)金額(元) 社数 販売額(包)
無 極 71 1,250 59 25,705 39,465 66 2,541
莫髭} 82 1,592 68 51,695 ・62,124 77 4,237
趙 県 133 1,585 76 44,692 57,523 67 1,89]
裏副 152 3,199 49 36,779 14,000
驚舞} 217 2,837 188 41,249 88,167 llO 1,793
合 計 655 10,463 440 200,ll5 261,279 320 10,462
出所;繰 綿販売額 は,盧 広 綿 「河北 省棉産改進会之棉花運錆合作事業」(『河北 省棉産改 進会民国二十五年{分工作総報
告』,1931年)33頁,そ の他は,盧 広綿 「華北農産研究改進社二十 四年度之棉運 工 作」(『天 津大 公 報』1936
年3月9日)よ り作成。
注:1)販 売額合計10,462包 は,17,566担 であ る。






第4・5表 によれば,農 研社系合作社の一合作社平均社員数は20人 前後である。 この合作社
は 「村単位合作社」であり,つ まり村落毎におよそ20戸 程度の農家で組織 されていたのであ
る。河北省は数百戸からなる大規模村落が多 く22),一村落だけで国民政府 「県組織法」の末端
行政機構である 「郷」(戸数100戸 以上)に 位置付けられる場合が多い。すなわち同省の村落
は100戸 以上の農家か ら構成されるのが普通であり,一 合作社は20戸 程度 であ り,合 作社は
村落内の農家すべてを組織 している訳ではないのである。
次に第6表 の生産資金借入額分布表か ら,農 研社系合作社が村落内のどのような農民層を組
織 していたのかを探ってみよう。合作社を通 じての生産資金貸付は,農 家の棉作地面積に応 じ
てなされ,1畝 当たりの貸出限度額は3元 であり,実 際は1,2元 程度の貸出が普通であ った。
第6表 によれば,借 入金額 は全体として幅広 く分布 しており,こ れは言 い換えれば棉作経営の
規模に関係なく農家が幅広 く組織化されているということである。おそらく村落内の貧農層な
ど信用力が極端に弱い部分を除いて,階 層に関わり無 く地縁 ・血縁関係 により合作社が組織さ
れて行6た のであろうお)。借入が集中 しているのは6～30元 の層であ り,合 計で1111人,全
体の59%を 占める。この層はもし貸出限度額の3元 を借 り入れていたとして も,棉 作地面積




















































































101～150 12 15 1 39 29 96
151～200 6 2 16 8 32
201～250 1 6 8 15
251～300 2 13 15
301～400 1 4 5
401～500 2 2
501～600 1 1
合 計 415 142 365 572 397 1,891
出所:前 掲 「華北農産研 究改進社第一年工作報告』66,67頁 よ り作成。
注;金 額 が多額な ものの中には,合 作社が一括 して借 り入れ た もの もある。 おそ らく25]元 以上は,個 別農家の借
入 ではな く合作社 を通 じての一括借入で あると推測 され る。
かなり多 く,こ れは中堅的な経営層である。 さらに,101～250元 と多額の借款を している層




め,他 方で中堅層 ・富裕層の占める比率 も相当に高かったと言える。
続いて,合 作社事業のもう一つの柱である共同販売事業の状況をみよう。 まず34年 には,
設立直後の村単位合作社が存在するのみで連合組織 もなく,農 民 は市場状況や業務運営方法に
も通 じていないたあ,運 送販売業務はすべて農研社弁事処及び各県分弁事処で代行することと
した。繰綿の集荷,検 査格付,前 貸金支給や代金清算などの方式は華洋義賑会とほぼ同一であっ
たが,農 民への前貸金 は7割 支給されt:。 こうした共同販売の利益 について,当 初農民は半信
半疑で模様眺めの態度であったが,天 津での販売価格が高 く利益が大 きいと分かると,翌 年に
34
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は積極的に参加 したとされている鴉)。天津に搬入 された繰綿は金城銀行倉庫で保管 し,販 売は
通成貨桟公司棉業部に委託 された。同公司は誕生まもない合作社事業を支援 しようと,し ば し
ば販売手数料を無料にして協力 したゐ)。こうして34年 には天津での繰綿販売額 は在来棉 ・米
棉合わせて4913包 となった(第4表 参照)。
35年 には各県で連合社が組織され,販 売業務は連合社に任せ農研社弁事処 は協力的地位に
退 くこととした。 この年は販売計画量を約2万 包 としたが,御 河棉区の南宮 ・威両県での旱越
被害 もあり,実 際には1万462包(1万7566担)に 止まる(第5表 参照)。 しか しこれで も昨
年よりは倍増 している。農研社は販売棉花に 「合作」の統一商標を用い,擁 水揚雑の検査を厳
格に実施 し,「改」「進」の2等 級に格付けするなど,品 質の保持に努めた。 こうして共同販売
棉花は天津で高い評価を受け,高 値で売却できた。共同販売は地場での商人への販売に比べて,
1包 当たり最高で10元 前後,最 低で も1.5元 前後,.平 均で4元 前後利益が多いとされていた26)。
ここで合作社及び共同販売活動の実態をより詳細に解明するたあに,晋 県の事例を検討 しよ
う。同県では35年6月,合 作社49社 の参加の下に晋県保証責任棉花生産運錆合作社連合社が
組織された。連合社の理事会主席には呉一農(自 作農,37歳)が 就任 した。 その経歴は,保
定師範卒業後,高 小校長 ・県党部執行委員 ・民衆教育館長などを歴任とあり27),彼は単 なる農
民代表ではなく,当 時流行の郷村建設運動や民衆教育活動に共鳴 し,積 極的に農民の中に入り
込んだ知識人であると思われる。 この他にも職員の中に知識人 らしい人物が複数存在している。




や 「放債」社員はいるか,資 産階級による社務操縦などの状況はないかと訊ねた。それに対 し
て連合社側の回答は,絶 対にないとは言えないが,随 時調査を し発見次第矯正 しているという
ことであった認)。「経紀」 とは本来は農産物売買の仲介業者のことであ り,こ の場合は社員以
外の棉花を安 く買い入れて合作社に納入 し利益を得る社員であると思われる。同連合社の 「棉
花運錆業務処理細則」第2条 には,「凡そ社員社が社員より徴集する棉花は,該 社社員の生産
せるものに限る。購入せるものを運錆 し巧利を得んとし発見せ られたるものは一帯斤につき大
洋一元の罰金を科す」29)とあり,外 部から棉花を買い入れて合作社 に納入す るとい うケースが
実際に存在 していたのであろう。また 「放債」社員 とは,合 作社か ら低利資金を多額に借 り入
れて高利で又貸 しする者を指すと思われる。
西河棉区では,一 般の農民は繰綿機を所有せず,収 穫棉花は実棉のまま販売 した。その棉花
を収賀するのが,「棉花販」 と呼ばれる小商人であった。「棉花販」 は,さ らに 「実棉販」 と
「軋花販」(繰 綿商)に 分けることができる。前者は専 ら実棉を売買するものであり,主 に小農
35
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の農閑期の副業 として営 まれていた。後者は,繰 綿機を所有 し実棉を農家や 「実棉販」か ら収
潰 し繰綿 して売却するものであり,村 落内では比較的富裕な農民が兼業 していた。そ してこう'
した繰綿を収賀するものが鎮や県域に所在する 「棉花店」(す なわち産地の棉花問屋であり,
「棉桟」・「花行」などとも呼ばれる)で あり,彼 らはそれを地元で外地商人 に販売するか,あ
るいは自ら天津に運び販売 した30)。こうした既存の棉花流通ルー トに,新 しく合作社ルー トが
加わったものであり,こ の動 きに素早 く反応 したものが 「軋花販」を兼営する富裕農家層であっ
たと予想 されるのである。 これは盧広綿による以下の証言からも裏付け られる。彼は河北省棉
産改進会系の合作社に対する意見ではあるが,合 作社の問題点 として次のことを指摘していた。
すなわち,各 地の合作社 は 「集中繰綿」(合 作社で一括 して繰綿を行 う方式)と 「分散繰綿」
(農家が戸別に繰綿する方式)の2種 類 に分かれる。この中では前者が 「軋花販」が欺 いて合
作社に参加するのを避け られるのでよい方式であるとしている。また盧広綿は,こ うした 「軋
花販」などの中間商人は多 くが農村在住の人間で,い たずらに彼らの取 り締まりを喧伝すると
彼 らを敵に回すことになるので,そ れは控えるべきであるとも言っている31)。
以上要するに,村 単位合作社には村落内の比較的富裕な層 も参加 し,彼 らの一部は 「軋花販」
を兼営 し村落内で棉花を買い集め,合 作社ルートを通じて販売 して利益を得ようとしたのであ
る。また,貸 付資金も彼 ら富裕層の下に多 く集中 し,そ れが高利で又貸 しされたのである32)。
3.河 北省棉産改進所
1935年3月,棉 業統制委員会は,単 独で天津に河北省棉産改進所を設立 した。その内部は,
総務 ・植棉 ・棉業経済の3課 に分かれ,年 間経常費は7万 元であった。改進所は,北 平市南苑
に700畝 の試験場を設け,ま た渤海湾沿海部の寧河県では軍糧城 ・茶淀の塩墾地(ア ルカ リ荒
蕪地の開墾地)約5万 畝の経営を新開源公司より委託され,こ こに試験場を設立 しアルカ リ土
壌地での棉作奨励の拠点 としょうとした詔)。同年には,朝 鮮 ・山東省郷平県 ・北平市南苑より
米棉種子約1600担 を購入 し,郡 郵に設置 した指導所 と清河(徐 水県)・安次県 ・軍糧城(寧 河
県)の3指 導区で配布 し,そ れ ら米棉の栽培地面積は2万297畝 となった。 この種子配布 は無
償ではなく,貸 付方式が取 られた。種子交付を希望する農民は,姓 名 ・村落名 ・棉作地面積 ρ
交付数量などを事前に申請 ・登録 しなければならず,収 穫後の種子返却 も義務付 けられたM)。
こうした改進所による種子普及に対 して,郡 郵指導所内に位置する磁県の事例では,当 初農
民 はその種子を信頼せず搾油用に転用 したり売却 してしまい,実 際に播種する者 は少なか った
と言われる。 しか し収穫後,そ れが品質優良で,1畝 当た りの収穫量 も在来種 より30～40斤
多いことが判明 した。そうなるとこの米棉種子の価格は1担7元 にまで上が り(在 来種は3元




同年改進所 は,米 棉配布地域で合作社を組織 した。その陣容は第7表 の通 りであり,1社 当
たり平均社員150人 に上 り,比 較的大規模なものであった。 この合作社の組織方式は 「連村集
中式」と呼ばれ,数 か村を連合 して組織されたものである。合作社には,生 産 ・利用 ・運送販
売資金 として総額11万3457元 が貸 し付けられ,そ の原資は中華農業合作貸款銀団よりの融資
を仰いだ。また合作社 は,繰 綿1382包(2085担)を 共同販売 した%)。
合作社の問題点 としては,磁 県での以下の事実が指摘されている。 まず,合 作社幹部の不正
行為による社内の紛糾である。具体的には,合 作社常務理事が,花 行より賄賂を受け取ったり,
知人を不正に合作社職員に採用するなどの行為がなされたと言 う。次に,合 作社 と花行との対
立のケースである。すなわち,花 行が合作社社員となり運営権を握 り,「本社社員 は生産 した
棉花を総て本社で販売 しなければならない」 との社章(合 作社規約)の 後に,「 それを願わな
い者はそれ壷認める」 との一条を加えて しまった。これは要するに,合 作社への繰綿販売を希
望 しない社員は,自 由に販売 して良 いということであり,自 分達花行の営業を守 るために取っ
た行動である。また,合 作社 は花行の利益を妨げると見なして,謡 言を広め妨害した花行 もあっ
第7表 河北省棉産改進所指導下の合作社(1935.年)
指導所 ・区名 県 名 社 名 社員人数 棉作地面積(畝)
郡 郵 指 導 所 成 安 北 郎 塗 区 245 3,955
北 徐 村 区 26 1,02i.
磁 県 二 祖 区 .86 3,441
岳 城 鎮 40 1,897
武 向 傷 区 110 3,538
長 春 区 78 2,820
永 ・ 年 桂 村 区 392 7,032
曝 頭 区 303 5,322
箋 陵 区 349 7,832
郡 部 善 嘉 区 334 3,347
永 和 区 68 1,519
興 盛 区 123 2,112
王 郎 区 ・139 1,192
済 衆 区 307 2,768
清 河 指 導 区 定 興 固 城 142 1,850
安 次 指 導 区 安 次 安 次 第 一 ll4 2,641
安 次 第 二 61 2,459
安 次 第 三 63, 1,646
安 次 第 四 44 721
安 次 第 五 87 1,754
軍 糧 城 指 導 区 寧 河 寧 河 四 区 九 城 45 2,162
合 計 21社 3,156 61,035




こうした状況 は邨邸だけでな く各地の合作社 もすべて免れ難い」と述べている謝。このよ うに




実業部立正定綿業試験場 は,1928年 に優良種子 トライス17号 の育成に成功 した39)。同試験
場は34年 よりこの種子の普及を開始 し,同 年中に正定県で200畝(普 及農家40戸),天 津市
南部の槍県で200畝(普 及農家31戸),i県 の唐山で200畝(実 際の普及は天津の革新紗廠へ
の委託)の 普及を見た。また農家の生産資金の需要 に応えるため,正 定県では中国銀行石家荘
支行よりの融資,槍 県と唐山では華新紗廠(天 津 と唐山に紡績工場を有する)よ りの融資によ
り,棉 作地1畝 ごとに2元 づっの貸出を実施 した。 さらには,正 定県 ・槍県では農民を 「改良
植棉協進会」に組織 した。 この協進会は暫定組織であり,将 来 は農民を教育 し合作社に改組す
る予定 となっていた。協進会の規約では,会 は村落を単位に組織 し,会 員は棉花を5畝 以上栽
培する農民であること,収 穫棉花は全て棉業試験場の設営する繰綿工場に販売す ること,な ど
が規定 されていた40)。
35年5月 には,中 国銀行 ・革新紗廠より2万 元の資金提供を受け,槍 県河西に 「津南農村
生産建設実験場」を設立 し,天 津市南部の津浦線沿線の普及事業の拠点 とした4')。同年には正
定 ・槍両県での普及活動が順調に拡大 し,協 進会72,会 員農家1744戸,種 子普及棉作地1万
4559畝 となり,生 産資金貸付も2万6247元 となった4:)。36年にも事業は継続発展 し普及活動
は10県 に広がり,協 進会252及 び合作社110,会 員 ・社員農家1万1978戸,普 及棉作地11
万198畝 となり,肥 料購入資金 として21万6998元 が中国銀行 ・河北省銀行(省 立銀行)よ り
貸 し出されている43)。
33年 の日本による華北侵略で被災 した農村を救済すべ く,華 北戦区救済委員会農賑組 が設
けられ,農 民 に互助社を組織させ資金貸出が行われた。34年7月 にはその事業が華北農業合
作事業委員会に引き継がれた。同委員会は華洋義賑会誌幹事 ・章元善を弁事処主任とし,義 賑
会方式の合作社の組織化が目指された。35年 には互助社を合作社 に改組 させることとし,ま
た藻 ・撫寧 ・豊潤 ・武清などの東北河棉区12県 ではこうした互助社 ・合作社を利用 した米棉
種子普及,生 産資金貸付,繰 綿共同販売 も実施された44)。同年 には合作社430社 に米棉種子
1036担 を配布 し,合 計で1万4795畝 の普及面積 となった。 さらに合作社398社(農 家1万
3647戸)に 生産資金19万653元 を貸 し付けだ5)。秋には棉花の共同販売 も行われ,36年1月
末までに1200包(1835担)の 繰綿を天津で販売 した。その際には,繰 綿は中国銀行倉庫で保
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管された46)。しか し,こ の合作事業委員会の合作社は設立から日が浅 く,そ の内実は① 中上層
農民が多 くを占め,中 下層農民は圏外におかれる,② 合作社事務が少数の人間に掌握 される
という状況にあった47)。
5.銀 行資本 と棉作改良事業
以上の検討か ら,中 国銀行 と金城銀行 は共 に河北省内での棉作改良事業に深い関心を示 し,
それに積極的に関与 した事実が明らかとなった。中国銀行 は華洋義賑会 ・正定棉業試験場 ・華
北農業合作事業委員会 と連携を深め,金 城銀行 は自ら主導 して華北農産研究改進社を組織する
一方,河 北省棉産改進所とも資金貸付を通 じて一定の関係を有 していた。
銀行資本がこのように棉作改良事業の奨励に乗 り出す背景には,以 下のような企図があった
と思われる。 まず第一た,銀 行の倉庫経営との関係である。1930年 代の天津では,銀 行にとっ
て倉庫経営は重要な営業分野 となり,な かでも棉花 は主要な保管品目であった。銀行は,棉 花
商が天津に搬入 した棉花を直営倉庫で保管 し保管料収入を稼 ぐだけでなく,棉 花を担保 とした
融資事業をも行ない,さ らに棉花商には系列保険公司の火災保険にも加入 させた48)。このよう
に直営倉庫での棉花保管は,銀 行経営にとって極めて重要な位置を占めたのである。第二 に,
両行はそれぞれ通成公司 ・中棉公司 という傘下の商事会社を有 し,棉 花 ・綿製品の販売事業に
も関係 していたことである。特に中棉公司は河北省でも奥地農村 にまで積極的に進出し,活 発
な活動を展開 している。すなわち同公司は,34年 磁県に繰綿 ・プ レス工場 を設立 し,農 民を
合作社に組織 し,同 年7月 には30の 合作社に合計5000元 の生産資金貸付を行い,秋 には収穫
棉花を収買 している49)。第三 に,両 行の投資 ・融資を受ける紡績工場 も経済恐慌の中で経営が
極めて悪化 してお り,こ うした工場に高品質棉花を安定的に供給できれば,そ の経営改善 に貢
献できると考え られた ことである。 これらの理由から,優 良棉花の生産が増大すれば,銀 行に
とっても利益は少なくないのである。
しか し,そ うした銀行資本の企図に対 して,こ の段階での河北省内の棉作改良事業が十分な
成果を上げていたとは言い難い。例えば,35年 の省内での各改良機関による米棉普及面積は
約5万 畝であり,同 省の全米棉作付面積の約1.6%程 度に過ぎなかった。また35年 の合作社に
よる繰綿共同販売額は約3万 担程度(義 賑会 ・農研社 ・改進所 ・合作事業委員会の合計)に 過
ぎず,全 省繰綿生産額の約1.4%程 度に止まっていた。すなわちこの時点では,銀 行資本 が資







1935年8月,省 内の棉作改良事業の錯綜状態を解消し事業の統一を図 るため,河 北省棉産
改進会が設立 された。参加団体 は,河 北省政府 ・河北省棉産改進所 ・鉄道部北寧鉄路管理局 ・
華北農業合作事業委員会 ・実業部天津商品検験局 ・華北農産研究改進社であった50)。改進会の
最高決議機関は理事7名 からなる理事会であり,理 事長は周作民,副 理事長には呂威(河 北省
建設庁長)が 就任し,合 作事業委員会の章元善 も理事として参加 していた51)。理事会の下 には
総務部 と技術部が置かれ,後 者が試験研究と普及活動を担当 し,内 部は試験 ・推広 ・運錆 ・調
査 ・水利の各組に分かれていた52)。36年に改進会は,農 研社 の定県棉場,改 進所の南苑棉場
及び軍糧城棉場 ・茶淀分場を接収 し,各 種試験及び種子繁殖用の農場 と した駆)。ただ同年11
月末には,軍 糧城棉場 ・茶淀分場が,日 本の{鬼偶政権である真東政権により突然接収 され,重
要な試験拠点を失 った留)。また改進会は全省の棉産地を20地 域に区分 し,36年 には この中の
12地 域で普及活動を展開することとし,そ れら地域を 「指導区」 と名付けた(第8表 参照)。
この12指 導区には47の 弁事処 ・分弁事処が置かれ,合 わせて46市 県で種子普及が実施 され
た(第8表)。 各指導区には主任 ・指導員 ・助理などの人員を派遣 し,第 一線での活動を担わ
せた。これら派遣人員は総勢115名 に上り,各 指導区の年間経費 も5000元 か ら1万 元程度必
要と した55)。
こうした広汎な事業展開には巨額の資金を要するため,改 進会 は第1年 度(35年9月 ～36
年12月)予 算として,当 初は収入48万 元を予定 していた。ただ資金調達は計画通 り進まず,
36年3月 の理事会で32万 元に減額修正 され,最 終的実収入は18万9797元 に止まった。 この
実収入の内訳 は,河 北省政府拠出3万 元,棉 業統制委員会拠出8000元,長 葭垣務稽核分所
「河工指」の2割 補助費11万8740元,棉 場収益3万3056元 であり,塩 税附加税である 「河工
指」か らの補助金が重要財源となっていた。なお省政府拠出金は,36年2月 に塩税附加税の
補助が中央政府財政部により承認されると支給停止となった。こうした収入に対 して第1年 度
の支 出は27万4167元 であり,不 足分8万4370元 は金城銀行か らの借入で補 った56)。財政部
は35年11月,天 津の長藍塩務稽核分所に長藍塩区改良戯地委員会g設 立を命 じた。同委員会
の任務は,河 北省内のアルカリ性土壌地帯での農民による土壇製造を防止 し税収確保を図るこ
とにあり,そ のために同地帯での棉作奨励を計画 し,そ の経費としては附加税 「硝地整理費」







指導区 弁事処・分弁事処 普及市県 普及村数 普及戸数 種子配布量(担)普及面積(畝)
◎清 河 北平 ・大興 ・宛平 16J 925 601 10,000
青 雲 店 昌 平 43 636 313 2,900北 平 沙 河 大 興 120 519 178 5,200
小 計 324 2,080 1,092 18,100
◎廊 坊 安次 ・武清 26 380 157 2,616
楊 村 武 清 65 1,190 739 12,309
武 清 武 清 55 655 322 5,373天 津 旧 州 安 次 48 291 300 4,992
安 次 安 次 40 246 126 2,102
小 計 234 2,762 1,644 27,392
◎清 苑 清 苑 69 460 199 2,888
定 興 定 興 33 220 105 1,734
満 城 清苑 ・満城 83 611 210 4,398保 定 完 県 完 県 91 717 262 17,384
清 河 清苑 ・満城 ・徐水 105 537 265 4,389
小 計 381 2,545 1,04: 30,793
◎覇 県 覇 県 34 1,018 596 9,042
新 鎮 新 鎮 23 471 134 2,216
覇 県 任 郎 任 邸 44 452 106 1,98]
雄 県 雄 県 37 379 169 2,815
小 計 138 2,320 1,005 16,054
◎易 県 易 県 137 1,373 357 6,188
塘 湖 易 県 97 1,066 390 6,528
向 傷 村 琢 県 54 544 290 4,309易 県 石 楼 村 房 山 64 677 413 5,697
官 立 荘 琢 県 62 800 327 5,431
小 計 414 4,460 1,77i 28,153
◎東 光 東光 ・南皮 100 1,106 575 7,207
建 橋 阜城 ・東光 ・南皮 101 638 232 3,308
安 陵 呉橋 ・景県 64 716 389 6,415東 光 南 霞 口 東光 ・南皮 47 484 191 3,180
夏 荘 故 城 5含 866 261 4,298
小 計 364 3,810 1,648 24,408
◎叢 県 最県 ・高場 32 441 482 8,414
最 県 博.野 博野 ・安平 27 84 65 1,220
小 計 59 525 547 9,634
◎趙 県 趙 県 52 232 131 1,743
趙 県 高 邑 高 邑 13 68 27 518
小 計 65 300 158 2,261
◎晋 県 晋 県 24 114 50 839
無 極 無 極 19 86 41 776晋 県 束 鹿 束 鹿 16 121 68 100
小 計 59 321 159 1,715
◎寺 荘 威県 ・南宮 54 969 775 16,765
方 家 常 威 県 50 567 703 15,166
南 宮 翼 県 翼 県 105 1,706 1,188 23,760
巻 鎮 贅 強 68 494 198 3,954
小 計 277 3,736 2,864 59,645
◎郎 塗 磁県 ・成安 ・肥郷 31 378 910 11,644
方 頭 固 永年 ・郡邸 39 475 517 6,908
郡 郵 岳 城 磁 県 28 476 580 8,008
.邨 郡 郡 郷 8 36 18 280
小 計 106 1,365 2,025 26,840
◎大 羅 荘 大 名 39 1,106 308『 5,551
里 八 荘 大,名 32 795 501 8,343
近 徳 固 南 桑 24 1,085 142 2,364南 桑 柳 格 集 清 豊 52 1,358 140 2,331
瘡 痕 廟 漢 陽 36 936 158 2,636
小 計 183 5,280 1,244 21,225
総 計 2,604 29,504 15,209 266,220
出 所:『 河 北 棉 産 彙 報 』,第9期,1936年9月,25,26頁 よ り作 成。
注:普 及 面 積 及 び 普 及 種 子 量 は,1畝 ・1担 未 満 は 四捨 五 入 し,総 計 覧 は独 自 に集 計 した。




金補助は必要なくなったのである。ただ理事長は周作民であり,金 城銀行か らの融資 も受けて




1936年 春,改 進会は普及用米棉種子を約1万7000担 確保 した。その調達方式は次の通 りで
ある。まず昨年改進所が農家に貸 し付けた種子を回収あるいは購入するという方式である。こ
うして,ト ライス棉種子1000担,及 び朝鮮より導入のキング棉種子2000担 を確保 した。次に
陳西省渥陽県あ合作社か らトライス棉種子2000担 を購入 した。 これだけでは十分 でなく,河
北省の最優良米棉品種である覇県棉を4400担,こ れに次 ぐ南苑棉を5000担,そ の他省内産の
優良種子3200担 を購入 した認)。このように36年 の普及種子は,棉 業統制委員会の推奨品種で




種子配布は,昨 年の改進所の方式が踏襲 され,貸 付方式が取 られた。 ここで第8・9表 によ
り米棉種子の普及実績 と農民の反応を見てみよう。まず第8表 から,西 河棉区(叢 県 ・趙県 ・
晋県指導区)で は,種 子配布が少量であり,普 及戸数 ・面積 も相対的に僅少であることが分か
る。 これら指導区では,農 民 も米棉栽培には慎重で,種 子受給農家 も試験栽培的要素が強く,
区弁事処 も米棉配布に消極的で目標額を低めに抑える傾向にあった(第9表)。 その他の地域
では,当 初農民が消極的な指導区 もあったが,結 果的には配布種子を積極的に受容 している。
第9表 のように天津指導区武清分弁事処や南桑指導区などでは,農 民の種子需要 に応 じきれな
い状況であった。これは米棉の価格高騰から,河 北省内で米棉栽培が急速に広がる趨勢にあっ
たためである。,
種子普及の方法としては,既 に合作社が多数存在する指導区(趙 県 ・威県 ・郎郵など)で は,
主に合作社を通 して配布 している。合作社の数が少ない御河棉区 ・東北河棉区では,県 政府や
郷長(行 政村である郷の長)・ 村長(自 然村落の長)な どの既存行政組織に依拠 して普及活動
を進めた。天津指導区では,武 清 ・安次両県において種子普及の周知徹底のため県政府に布告
を出させ,安 次県ではそれが一定の威力を発揮 した。また易県 ・東光 ・翼県の各指導区では,
郷長 ・副郷長などを招集 して会議を開催 し協力を要請 した。ただ易県指導区では,結 果的に郷





天津 職員が毎日農村に出向き宣伝 し,あ る時は知人の紹介を頼み,あ る時は村長や小学校教員を
訪ね彼等に農民講演会を招集 してくれるよう依頼する。 この他,武 清合作社県連会に所属各
社への種子配布を依頼。後には更に,武 清 。安次県政府に各村に布告を出 し種子配布を周知
せ しあるよう依頼 した。
(武清分弁事処)職 員が棉花栽培の利益や種子貸付手続 きなどの宣伝に努めたたあ,一 般農
民で登録に来る者が後を絶たず,半 月足 らずで300担 以上を貸し出 した。現在では,す でに
種子は足りず,借 りられなか った農民は機会を失 って失望しているとのことである。






保定 (完県分弁事処)県 域東南一帯はアルカリ地であり,昨 年県政府が米棉栽培を提唱 し良好な
成績を上げた。今年,改 進会が大量の優良種子を持ち込むと,各 郷の農民は先を争 って借 り
入れ,300担 の普及を見た。
②
易県 農村に出向き講演会を開催 し,種 子借入の登録を実施する布告を貼り出す。郷長談話会を三
度開催するが,郷 長には模様眺めの態度を取るものが多い。後に登記表を各郷長に配布 し種
子受け入れ農家の登録を依頼 したが,大 多数は協力を得られなかった。そこで職員が直接農
村に出向き,各 戸を訪問 して登録 していった。
①
東光 (南霞口分弁事処)弁 事処内に各郷村長 ・副郷村長を集めて討論 し,そ の後各村に出向き登
録を行った。ただ分弁事処付近の農村は棉作があまり盛んでなく,模 様眺めの農民が多かっ
たが,苦 労 して説得すると初めて登録に応 じ,結 果種子配布200担 となった。
③
趙県 150担 の種子配布を計画。まず合作社社員に配布 し残余を一般農民に配布することとする。
人員を各社に派遣 し宣伝活動を展開 し,数 日後には150担 すべて登録済み。後に種子を求め
て来る農民もあったが断る。趙県では10数 年以前米棉栽培が一度盛んとなったが,蜴 虫の
害が大きく衰退 した。近年米棉価格の高騰で農民の栽培意欲が強まり今回の普及活動に有利
に作用する。 しか し,種 子受入れ農民 も試験栽培の性格が強く,3～5畝 程度の小面積で栽
培するのみである。
①
晋県 各県はみな西河棉生産地であり,米 綿栽培に対 して過去に経験がないので,本 年の普及工作
に対 しても多 くは試験的態度を抱いている。
①
威県 普及計画 ・① 合作社のある村荘では,全 体大会を開き棉花改良の意義,種 子借入方法などを
説明する。②合作社組織のない地域では,県 政府 ・公安局などの機関と交渉 して,区 毎に各
郷長を招集させ講演大会を開 く。③種子借入の登録は,ま ず合作社幹部及び郷長に登記簿を
持ち帰らせ期限を切って記入させ,後 に職員を派遣 し記載の正誤を調査させる。
実際の普及…威県・南宮両県で種子を借 り入れたのは99村,う ち合作社の存在する村は83村 。
①
⑤
翼県 民智の啓発と播種方法の改良のたあ,県 農会より新式播種機1台 を借りて,播 種実地演習会
を開催。




郡郵 配布 トライス棉種子を播種 した農民は,発 芽がやや遅れたので大いに恐慌を来 し,他 の作物
に蒔き直そうとした。弁事処は布告を出し職員を派遣 しそれを説得 ・阻止 したので,ほ ぼ収
まった。現在は,苗 も出揃い枝葉 も大 きくなり,農 民 は今年の収量は悪 くないと喜んでいる。
合作社に関 しては,既 存の7～8社 を継続指導する以外に,昨 年の運鎗合作の成果を見 た各
地領袖が,合 作社を組織 したい旨を盛んに申し出ている。ただ弁事処側 も,あ まりにも遠隔
の地域には指導が及びかねると見て,娩 曲に拒んでいる。
(永年県方頭固牙弁事処)陳 西省より購入の トライス棉種子600担 の配布を予定。最初 に到
着 した約240担 は罎頭 ・隻陵両合作社を通 して貸 し出 したが,次 の約300担 は郡郵地域で降




南桑 指導区内の大羅荘 ・里八荘の2分 弁事処を中心普及区とする。農民の多 くはすでに棉花栽培
の利益を知り,種 子貸付の登録請求者は極めて多く,半 月で棉作地1万2000畝 以上を登録
した。配布種子量は有限であったため,遅 れて請求 してきた者には応 じようがなかった。
生産増加と運送販売の利便のため,各 村で合作社の組織化に努力する。巽南一帯は,民 智が
閉塞 し合作事業 も未経験であるため,ま ず宣伝活動を先行 し,合 作の意義を完全に理解させ,
後に職員を各村に派遣 し組織方法 ・手続 きを個別に指導することとした。
②
⑤
出所:典 拠欄① は 『河北棉 産彙報』 第1期(1936年5月1日),②は同第2期(5月16日),③ は同第3期(6月1
日),④ は同第4期(6月15日),⑤ は同第5期(7月1日)。
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晋 県 150 3,049 159,148i3,7・6 i5,438i247,525i415,817
























たが,末 端の郷村長を動員することは容易でなく,最 終的に事業の成否は弁事処職員の取 り組
みにかか っていたのである。
米棉種子配布後には,そ うした種子受給農家を合作社に組織 して行 くが,第10表 のよ うに
それ ら農家がすべて合作社 に組織された訳ではない。第8表 と第10表 を比較す ると,釜 県 ・
趙県 ・晋県の3指 導区合計で米棉受給農家は僅かll46戸 であるが,合 作社社員数は5826人 に
上 り,逆 に受給農家4460戸 の易県指導区は社員数959人 のみであった。さらに受給農家5280
戸の南桑指導区は,社 員数 は僅か1655人 であった。 こうして合作社を通 しての各種貸付資金
も,主 に叢県 ・趙県 ・晋県指導区などの西河棉区に集中するのである。 このように合作社 は前
年の農研社系 と改進所系を主に引き継ぎ新設は少なかったたあ,米 棉種子を配布 しても合作社
組織が未設立で生産資金貸付や共同販売事業が実施できない地域が広汎に存在 したのである。
なお第10表 の生産資金の提供 は,中 華農業合作貸款銀団か ら15万5900元,金 城銀行 か ら
32万4256元 となっており,金 城銀行の占ある割合が高い。また利用資金は合作社が繰綿機 ・
プレス機を購入するための貸付資金であり,難 井資金とは合作社社員が棉花潅概用の井戸 を掘
るための貸付であり,36年 にはこの資金を利用 して88の 井戸が掘 られている50)。
3.合 作社と棉花共同販売活動
改進会は36年 の合作社組織方針 として,慎 重に組織化を進め濫造を避けることと した。合
作社の組織形態は村単位合作社が基本とされ,既 存の改進所系連村集中式合作社の存続も許さ
れた。 こうして36年 末,改 進会が正式協力を認可 した合作社は702社 であった(第10表)。
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改進会が引き継いだ農研社 ・改進所系の合作社は約600社(う ち協力認可400社)で あり,合
作社の新設よりは既存合作社の整備 に重点が置かれたことが分かる。また合作社の組織化は総
て農民の自主性に任せることを原則 とし,改 進会は側面か ら補助するだけとした61)。
36年 の棉花共同販売では,合 作社社員の繰綿生産額を約13万 担と推計 し販売 目標額 を約6
万担に設定 した。天津 ・郡郵 ・南宮 ・趙県 ・晋県 ・蚕県の各指導区では,共 同販売活動を経験
した既設合作社が多数存在 し,県 連合社も組織されていることか ら,販 売活動は合作社側の自
主的運営に委ねられた。新設合作社が多 く連合社 も存在 しないその他の指導区では,区 弁事処
が全面的に支援 し臨時販売組織を作ることとした62)。こうして共同販売 は実施されたが,結 果
的に販売額 は2万1298担 に止まり(第11表),目 標に大きく届かなかった。 そればか りか前
年の農研社 ・改進所の販売合計額1万9651担 と比べても微増に過 ぎない。特 に,前 年 に農研
社の指導下で1万7566担 を販売 した盆県 ・晋県 ・趙県指導区では,・9279担 と大き く減額 して
いる。その理由は,昨 年同様棉花価格が上昇すると見た内地商人が,天 津の価格動向を無視 し
て高値で買い進めたためである。これら3指 導区は昨年と同じく棉花を天津で販売 しよ うと企
図 したため,合 作社での共同販売よりも地場販売の方が有利 と見た農家は,合 作社での販売を
忌避 したのである。 また農民が合作社へ棉花を出荷 した際には,地 場価格の7割 の前貸金を受
け残額は後 日清算 となるのであるが,こ うした方式 も棉花をすぐに現金化 したい農民には嫌が
られたとされている63)。その他指導区では,合 作社に集荷された米棉を地場販売 したケースが
圧倒的に多い。河北省南部の邨邸 ・南宮 ・南桑指導区では,上 海の米棉価格が天津より高 くな,
り,奥 地にまで買 い付けに出向いて来た上海の棉花商 ・紡績工場に直接売却 されたと説明され
第ll表 河北省棉産改進会指導下合作社による棉花共同販売(1936年)
(単位;担)
在 来 棉 米 綿
合 計指 導 区
天津販売 地場販売 天津販売 地場販売
北 .平 289
'289
天 津 130 1,45E 1,586
保 定 11 728 739
覇 ・県 442 442
易 県 644 644
東 光 416 416
叢 県 225 417 642
趙 県 1,151 62 1,213
晋 県 5,620 1,804
噛
3,082 7,424
南 宮 4,082 3,082
郎 郵 4,532 4,532
南 桑 289 289
合 計 7,007 3,583 10,708 21,298
出所;前 掲 『河北省棉産改進会民国二 十五年f5工 作総報 告』179,180頁 よ り作成。
注:原 表 は市斤(0.5kg)で 掲載 されて いるが,こ こでは比較 のため旧担(60kg)に 換算 した。
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ている㎝)。こうした上海の棉花商 ・紡績工場は,合 作社だけでなく地場の棉花商 とも取引を し




の農家数 は普通200～300戸 であるのに,1合 作社の社員は通常10～20人 に過ぎず,各 合作社
の社員人数が少なすぎる。特に設立後数年を経た合作社でも社員数が伸びないのは,内 部に様々
な問題を抱えているか らである。②社員の多 くは 「中上富裕農民」であり,「小農 ・貧農」の
加入が少ない。③出資金(社 股)が 増加せず,ま た出資金の未払い部分 も多い。④ 合作社幹
部が運営を独占し,貸 付資金 も彼 らが多 く借 り入れ,出 資金 も幹部が流用 している。⑤ 多 く
の社員が共同販売には傍観の態度をとり,36年 にそれに参加 した社員 は全体の半数程度 に過
ぎず,そ の際 も生産棉花の一部分を出荷 したに過 ぎない65)。このように合作社か らは村落 内の
貧困層は排除され,10～20人 程度の小規模なものに止まり,運 営 も一部幹部が独占す るなど,
前述の農研社 ・改進所系合作社の問題点を克服できないままであった。また社員農民の共同販
売への関心の薄 さも特筆すべきである。 ここに抗 日戦争直前期の合作社の実態 と問題点が集約
されていたと言える。
以上のように,活 動初年度の36年 に改進会は,米 綿種子普及の面では一定の成果を上 げっ
っ も,合 作社の組織化の面では問題を残 した。すなわち,す べての種子受給農家を合作社に組
織することはできず,し か も合作社組織 は種子受給農家が少ない西河棉区に偏在 し,さ らには
それら合作社 も上記のような各種の問題点を内包 していたのである66)。
む す び
河北省の棉作改良事業は1936年 になっても,金 城銀行系(河 北省棉産改進会),中 国銀行系
(華洋義賑会 ・正定棉業試験場)が 併存 しており,抗 日戦争まで両者が統一 され ることは終に
なかった。両行にとって棉花は,直 営倉庫経営と系列商事会社である通成公司 ・中棉公司の営
業のための重要商品であり,さ らには両行 と関係を有する紡績工場にとって も不可欠の原料で
もあり,こ こに銀行資本が棉作改良事業に関与する意図があった。 ただ当時,合 作社を通 じて
の農民の掌握度や優良棉花の収買率はそれほど大 きくなく,棉 作改良事業は銀行経営にとって
現実的重要性を持つまでには至 らなかった。 しか し銀行の経営展開上,将 来的には重要な位置
を占'める可能性はあり,両 行競 ってその事業の扶植に努めたのである。
1930年 代に河北省では,棉 花生産が急激に増加 し,特 に米棉の増産 は顕著であった。 その
要因は,農 業恐慌による農産物価格暴落の中で,棉 花価格は穀物(特 に棉花生産と競合関係に
ある小麦)価 格ほど下落幅が大きくなく,相 対的に高値を維持 したためである。 また棉花の中
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でも米棉は価格的に有利であり,農 業恐慌により現金収入の減少に苦 しむ農家は競 って米棉を
栽培することとなった。特に比較的米棉栽培に適合 した東北河棉区 ・御河棉区では,急 速に米
棉が普及 した。 しか し,棉 作改良諸機関による米棉種子普及面積は僅少であり,そ の普及はあ
くまでも民間主体の普及であったと言える。
1936年 に河北省棉産改進会は大規模な米棉種子普及活動を展開 したが,そ れには次の問題
点が存在 した。まず,旧 来の華北農産研究改進社の活動 は西河棉区での棉花共同販売が中心で
あり,同 地域の農家は米棉普及に消極的であった。他方,東 北河棉区 ・御河棉区では改進会の
米棉種子が大量に受け入れられたが,同 会は組織力の限界か らそうした種子受給農家を総て合
作社に組織することはできなかった。 こうして米棉種子を配布 して も合作社組織が未設立のた
め,生 産資金貸付や共同販売事業が実施できない地域が広汎に存在 したのである。
省内の棉花生産運錆合作社は河北省棉産改進所指導下の ものを除いて,華 洋義賑会が農村に
築いてきた村単位合作社の組織形態を継承 して組織 されている。特に西河棉区では,義 賑会系
信用合作社の活動蓄積があったので,合 作社が比較的容易に受け入れ られ,短 期間に多数の合
作社の設立となり,し かも村落を単位に農民が主体的に運営することも可能となった。したがっ
て,合 作社の発起 ・運営にあたっては各合作社の自主性が強 く,上 か らの統制色が弱いのが西
河棉区合作社の特色である。ただ反面,そ うしたことは合作社にも村落内の勢力関係がそのま
ま持ち込まれることとなり,富 裕層(「 棉花販」を兼業する農民など)が 参入 して影響力を行
使するケースが多発する。他方,改 進所は,米 棉種子の普及と回収を主要目的に,上 か らの強
力な指導により合作社を組織 した。それは村落の枠を越えて数か村を連合 して組織 され,合 作
社としてのまとまりは弱 く,運 営に農民の主体的参加はあまり期待できず,改 進所による上か
らの強力な指導 ・統制が不可欠とされた。ただ,改 進所の指導体制は十分ではな く,実 際は合
作社幹部による恣意的な運営がなされ諸弊害が発生 した。また花行は合作社が自己の権益へあ
障害になると見な して,様 々な方法で合作社活動に干渉 しようとした。 こうした合作社組織の
問題点は,36年 に河北省棉産改進会が設立 されても基本的に克服 されなか った。 このために
36年 に棉花価格が反騰すると,農 家は棉花を既存流通機構に流 し,合 作社への出荷は低迷 し
たのである。
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1930年 代河北省における棉作改良事業と合作社
TheCottonImprovementProject
andCooperativeSocietiesofHebeiProvincein1930s
IIZUKAYasushi
InHebeiProvincethegrainprices,particularlywheatprice,slumpedbadly.The
cottonproductionspreadedinthisprovinceinstedofgrainproduction.Especially,the
Americancottonwhichwaslongerfiberandadaptedforthecottonmillsincreasedpro-
duction,TheJinchengBankingCorporationandtheTianjinBranchoftheBankofChina
werebasedonHebeiProvince.EachBankmanagedthewarehousewhichkeptthecotton
asanarticleincustody,andownedthecommercialcompanywhichwastradingincot-
ton.Forthatreason,eachBankparticipatedactivelyinthecottonimprovementproject.
Inthisprovince,thefirstattemptatcooperativemarketingofcottonwasmadeunder
theruralcreditcooperationwhichbelongedtotheChinaInternationalFamineRelief
Commission.In1932thecooperativesocietiessoldginnedcottoninTianjinmarket.In
l934theJointCommitteeonResearchandExtensionofAgriculturalProductsinNorth
ChinawasorganizedbyJinchengBankingCorporationandtheothers,thecommittee
startedcooperativemarketingofcotton.Andinl935theCottonIndustryCommissionof
theNationalGovernmentopenedtheofficeofcott6nimprovementinHebeiProvince,
SameyearthetwoorganizationswascombinedtotheHebeiCottonImprovement
Committee.In1936thecommitteespreadlargelythesuperiorAmericancottonseeds,and
attemptedtoorganizethefarmers.Butitwasdifficulttoorganizeallfamerswhoac-
ceptedtheAmericancottonseeds.Moreover,existingcooperativesocietiesweretaken
theinitiativebyrelativelywealthyfarmers,andthefarmersarbitrarilymanagedthe
cooperativesocieties.Therefore.,ther sultofcooperativemarketingfellshortofexpecta-
tion.
Keywords=cottonimprovementproject,cooperativesociety,JointCommitteeonResearchand
ExtensionofAgriculturalProductsinNorthChina,JinchengBankingCorporation,
HebeiCottonImprovementCommittee
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